
　　　　

2025 年
2
月

1
日

平日 10 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

学校休業日の
平日

10 時 0 分から 16 時 0 分まで

土曜日 10 時 0 分から 15 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
誕生日会　買い物学習　季節の行事（初詣、書初め、節分、卒業・進級祝い、お花見、七夕、プール、夏まつりパスれっぺ、運動会、紅葉狩り、ハロウィン、クリスマスなど）
課外活動（工場見学、水族館、動物園、消防署見学、小倉城、電車学習、外食、調理体験、空港見学、体育館、映画鑑賞、図書館、公園、川土手散歩など）

（別添資料１）

家族支援

・家族面談：保護者・きょうだい・祖父母との対話を深め、日頃の悩みに対応で
きるよう支援いたします。
・研修会：年に一回程度、保護者のニーズにあわせて施設研修や学習会を設けま
す。

移行支援
・学校などへの情報共有・提供をします。
・移行支援会議、就労支援会議等における情報提供をします。
・他関係機関との連携をはかり、支援体制を構築します。

地域支援・地域連携
・図書館や公園などの地域資源の活用により、地域において障害のない子どもと
の活動をもってインクルーシブ（共生社会）教育の実現、地域理解を深めます。

職員の質の向上

・内部研修、リタリコ外部研修等を通じて、こどもの障がい特性に応じた
対応を学びます。
・外部講師によるスーパーバイズ・コンサルテーションを受けることで支
援の向上を図ります。

支　援　内　容

・健康状態の把握：検温、排泄、睡眠等、ご家族の協力を得ながら生活リズムが整うように支援を行います。
・基本的生活スキルの獲得：整理整頓や片付け、１日のスケジュールを提示し、時間を意識した行動をとれるように支援します。
・食育：おやつや調理活動を通して、食への感心や興味が持てるように支援します。

・姿勢保持：基本的動作の獲得の向上、体幹を鍛えるためにダンスエクササイズや散歩による有酸素運動を行います。
・感覚を刺激する活動：ゲームや遊びを通じてリズム感覚を養ったり、視覚・聴覚・触覚を養うためのトレーニングを行います。

本
人
支
援

・学習支援：個々の学習段階に応じて（文字・数字・計算・時計・お金等）を理解するためのサポートを行い、自分で学習を進められるように支援します。
・知覚・認知・行動：環境から情報を取得し、必要なメッセージを選択して行動につなげられるように支援します。
・適切な行動の習得：こだわりや自傷・他害行為に対して様々な視点から行動障がいを予防し、本人が気持ちを保てるように支援します。

・言語の形成：言語の習得・非言語的コミュニケーションのサポートを行い、絵カードや表情等表現するための練習を行います。
・構音練習：お口のトレーニングを行い、発生の練習を行います。
・コミュニケーション能力の向上：正しい言葉の理解と活用方法を繰り返し行い、自己表現力と相手の気持ちの理解力を学ぶ訓練を行います。

・人間関係の形成：遊びや経験を通してお子さまの気持ちを引き出し、信頼関係を構築します。
・ソーシャルスキルトレーニング（SST）：社会的な場面での適切な行動や、相手の事を理解しながらコミュニケーションをとる方法を学ぶ支援をします。
・集団活動：一人遊びから共同遊びへ段階的な発達の支援を行います。

支援方針
①「学ぶ」身辺自立、学習など生活能力の向上のために必要な訓練を行います。
②「ともに歩む」素直なことば、感謝の心、お互い様の心を育てます。
③「生きる力」臨機応変の対応力や世の中のルールを学ぶことで社会で適応する力を身に付けスキルの向上を目指します。

送迎実施の有無

営業時間

法人（事業所）理念
お子さまの１０年後を想像して家庭・学校・地域の架け橋になるように丁寧な療育をさせていただきます。お子さまの感性を大事にし、感情豊かな大人に成長していくよう日々療育してい
きます。

事業所名 放課後等デイサービス　パスレル 作成日支援プログラム


